
施設ボランティア受⼊れのポイント 
これからボランティアを受入れる施設職員の方へ 

ボランティアの受⼊れが決まったけれど、『どんな⼈が来るの？』『ボランティアの対応の仕⽅がわからない…』といったさま
ざまな疑問、不安はありませんか？ 

そんな気持ちを少しでも解消できるようボランティア受⼊れのポイントをまとめました。下記を参考にして、当⽇は依頼
者、活動者ともに気持ちよく過ごしましょう。 
 

－はじめに－ 

 “なぜボランティアが必要なのか？”を考える 

なぜボランティアの依頼をするのかを職員全体で考え、施設としての受⼊⽅針や⽬的を明確にしておきましょう。 
活動者はボランティアを引受けた責任があり、依頼者（施設）はボランティアを依頼した責任があります。活動者がよ

り良い活動を⾏えるよう、依頼側はしっかりとサポートやフォローをして、双⽅にとって有意義な活動となるようにしましょう。 
また、ボランティアの受⼊れについては事前に利⽤者とその家族に説明をして了承を得る必要があります。 

 

 “ボランティア活動”とは 

ボランティア活動は、”いつでも・どこでも・誰でも・気軽に・楽しく”参加できる活動です。 
活動者は活動を通じ、地域での⽀え合いや新しい出会いに触れて満⾜感を得ます。依頼者（施設）は、活動者を

通じて施設利⽤者と社会とのつながりを図ることができ、地域社会との相互理解を深めることができます。 
また、ボランティア活動は”⼈と⼈”との関係の上に成り⽴っています。最低限のルールとマナーを守り、信頼関係を築くこ

とが⼤切です。 

［ボランティア活動の基本ルール］ 

 

対等な関係            約束・秘密を守る        活動範囲を理解する 
ボランティア活動には「してあげる」     時間、決まり事など約束や活動中      ボランティアは⼈⼿不⾜を補う 
「してもらう」といった上下関係は      に知り得た情報は厳守します。        ⼈でも、何でもお願いを聞いて 

   ありません。ボランティア活動は       特に個⼈情報の取扱いについては、     くれる⼈でもありません。ボラン 
⾃主的に⾏っている活動です。        受⼊れの際に確認しましょう。         ティアが対応できる範囲を正し

く理解しましょう。               
                                                                     
 

ボランティア受け⼊れにあたって 

1．事前に打合せをしましょう   

受⼊れ側が不安なように、はじめは活動者も同じ気持ちでいます。 
ボランティアの受⼊れが決まったら、まず活動内容や当⽇の流れ、交通費等活動費の負担などについて必ず⾯談をし

ましょう。担当者と活動者が直接顔を合わせることで今後のやりとりがスムーズになると同時に、活動者は施設の雰囲気
や設備の確認ができます。 
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